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匂いの感覚が主観的時間評価に及ぼす効果

　　　　　　　　　串　崎　真　志　関西大学文学部
　　　　　　　　　目　黒　達　哉　同朋大学社会福祉学部

The Effect of Individual Differences in Odor Awareness 
on Subjective Time Estimation

Masashi KUSHIZAKI (Faculty of Letters, Kansai University)

Tatsuya MEGURO      (School of Social Welfale, Doho University)

 It has been reported often that the mechanism behind odor awareness and subjective time 
involves an empathic process. Three experiments were conducted to test the hypothesis if the 
dyadic similarity of subjective time estimation suggests empathic bonding, then their individual 
differences in odor awareness would affect subjective time estimation. Participants (study 1: N＝
76, study 2: N＝32, study 3: N＝48) were asked to pair up with another student and play paper-
rock-scissors (study 1) or listen to each other (study 2 and 3). Then they individually estimated 
the duration of the task in seconds. Consistent with the hypothesis, study 1 and 3 showed that 
the differences in subjective time estimation decreased as the dyadic scores of odor awareness 
scale increased. But study 2 and 3 was contrary to the prediction. The implications of the indi-
vidual differences in odor awareness for facilitating or inhibiting empathic bonding are 
discussed.

Keywords: subjective time, odor awareness, empathy

関西大学心理学研究　2017 年　第 8 号　pp.13-21

問題

　匂いは，ヒトの社会的行動をさまざまに変化させ
る（Smeets & Dijksterhuis, 2014）。フィールド実験
によると，よい香りは店の評価を高くする（Douce 
& Janssens, 2013）。シトラスを漂わせると若い人の
購買金額が増え（Chebat, Morrin, & Chebat, 2009），
オレンジやペパーミントの香水をダンスクラブで散
布すると，客の楽しさが上がる（Schiff erstein, Talke, 
& Oudshoorn, 2011）。いい匂いのするパン屋やカフ
ェの前では，（服飾店の前に比べて）1 ドル札の両替
の依頼に応じやすく（Baron, 1997），シトラスを部
屋に拡散させておくと，ビスケットの食べくずを掃

除する行動が増える（Holland, Hendriks, & Aarts, 
2005）。逆に，糞便臭い部屋で回答すると，衛生的な
行動を選択し（Tybur, Bryan, Magnan, & Hooper, 
2011），かすかな腐敗臭（putrescine）をかいだあと
では，歩く速度が増したり，留学生の作文を悪く評
価するという（Wisman & Shrira, 2015）。
　また，匂いは生理的変化（de Wijk & Zijlstra, 
2012）や認知的・情動的変化（Semin & de Groot, 
2013）を引き起こす。例えば男性に特異的なステロ
イド ホルモン，アンロドスタジエノン（androstadienone）
をかいだ 女性はコルチゾルが 高くなり（Wyart et al., 
2007），曖昧なバイオロジカルモーション（biological 
motion）を男性的に知覚する（Zhou et al., 2014）。恋
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人のいる女性は自分と異なる主要組織適合遺伝子複
合体（major histocompatibility complex : MHC）を
もつ男性の匂いに魅力を感じ （Roberts, Gosling, 
Carter, & Petrie, 2008），恋人に対する情熱が 低いほ
ど，男友だ ちの匂いを特定しやすい（Lundstrom & 
Jones-Gotman, 2009）。一方，映画 Champ を見た女
性の涙をかいだ男性は，テストステロンのレベ ルが 
下が るという（Gelstein et al., 2011）。
　そして，匂いの気づきやすさの個人差を測定する
尺 度 も 開 発 さ れ て い る（ Smeets, Schiff erstein, 
Boelema, & Lensvelt-Mulders, 2008 ; 中 野・綾 部，
2014）。性格との関連でいえば，5 因子性格検査

（NEO-FFI）で協調性（agreeableness）が高いほど，
匂い検出（sniffi  n’ sticks test）の成績がよい（Croy, 
Springborn, Lötsch, Johnston, & Hummel, 2011）。
また，匂い知覚（olfactory fi ngerprint）の個人間の
類似は，ヒト白血球型抗原（human leukocyte 
antigen : HLA）の個人間の類似と関連する（Secundo 
et al. , 2015）。こうして，嗅覚の個人差を支える遺伝
要因や，病気との関連が明らかになりつつある。実
際，匂い知覚の低下は認知症を予測し（Conti et al., 
2013 ; Devanand et al., 2015 ; Marigliano et al., 
2014），健康な人に毒素（lipopolysaccharide）を注
射すると体が臭くなるという（Olsson et al., 2014）。
　一方，主観的時間評価（一定の時間経過をど の程
度の長さに感じ るか）は，気分や情動に影響される

（Wittmann, 2015 ; Gros et al., 2016 ）。例 え ば 恐 怖
（Stetson, Fiesta, & Eagleman, 2007 ; Campbell & 
Bryant, 2007），不安（Wittmann, Vollmer, Schweiger, 
& Hiddemann, 2006），抑うつ（森田，2012），社会的
排除（Twenge, Catanese, & Baumeister, 2003），怒
り（Droit-Volet, Brunot, & Niedenthal, 2004）の状
態は，時間を長く感じ させる（overestimation）。そ
して，多くの情報を処理するほど（high cognitive 
load），ふりかえった時間を長く感じ る（Block, 
Hancock, & Zakay, 2010）。
　逆に，おいしそうなデザートの写真（Gable & 
Poole, 2012），魅力的な相手を見たとき（Dong & 
Wyer, 2014），暑い部屋（Tamm et al., 2013），タブ
ーな言葉（Tipples, 2010），カウントダウンしている
時間（Shalev & Morwitz, 2013），サイコパシーな人

（Osumi & Ohira, 2010）は，時間を短く見積もると
いう（underestimation）。
　主観的時間評価は，生理的条件によっても変化す

る（Schirmer, 2011）。時間知覚の正確さ（accuracy）
は心拍に関連し（Pollatos, Yeldesbay, Pikovsky, & 
Rosenblum, 2014），接近してくる物体（pendulum）を
見ていると，触知覚の時間を長く感じる（Jia, Shi, Zang, 
& Müller, 2015）。また，恐怖映画Blair witch project
を見ている自分の内受容感覚（interoception）に注意
を向けると，（映画の詳細に注意を向けるよりも）時
間を長く感じる（Pollatos, Laubrock, & Wittmann, 
2014）。そして，オキシトシンを摂取した男性は，女
性の喜びの顔写真を見ている時間を長く評価する

（Colonnello, Domes, & Heinrichs, 2016）。セロトニ
ン運搬遺伝子多型でセロトニンが多いほど，時間を
短く見積る（Sysoeva, Tonevitsky, & Wackermann, 
2010）。
　主観的時間評価は，経験によって変化することも
わかってきた。森の写真を見たあとに実験に参加す
ると，（街の写真を見たあとよりも）時間がたくさん
経過したと評定する（Berry et al., 2015）。「美しい」
もしくは「醜い」と判断した絵画を鑑賞したあとに，
時間が 遅く知覚される（新井・川畑 , 2013）。マイン
ドフルネス瞑想（mindfulness meditation）の経験者
は，「ふだん時間がどれくらい早く過ぎるか」という
質問に，（未経験者よりも）ゆっくり過ぎると評定し

（Wittmann et al., 2015），実際に時間を長く見積もる
という （Droit-Volet, Fanget, & Dambrun, 2015 ; 
Kramer, Weger, & Sharma, 2013）。ただし，経験者
と未経験者で違いがなかったという報告もあり

（Otten et al., 2015），さらなる検討が必要である。
　さて，匂いは主観的時間評価に影響する。例えば
ローズマリーの香りをかぐと，（無臭条件に比べて）
時間産出課題（time production task）の時間が短く
な る （ Schreuder, Hoeksma, Smeets, & Semin, 
2014）。動物臭（decanoic acid）をかぐと，短い時間
をより短く，長い時間をより長く感じるという

（Millot,, Laurent, & Casini, 2016）。馬糞（para cresyl），
レモングラス（Citronnelle），刈草（cis‒3 hexanol），
ミント（l-carvone），クローブ油（eugenol），カビ

（1-octene‒3ol），バニラ（vanillin）の匂いは，いず
れも（ビデオを視聴する条件に比べて）時間を過大
評価する（overestimation : Gros et al., 2015）。
　そして，匂いと主観的時間の背景にあるメカニズ
ムは，共感の過程を含むことがしばしば報告されて
きている。例えば，質問紙（Mehrabian and Epstein 
empathy questionnaire）で測定した情動共感の程度
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とアルバータ匂い検査（Albata smell test）の相関
係数は 0.46 であった（Spinella, 2002）。また，対人
的反応指標（interpersonal reactivity index）で測定
した共感の程度と右鼻腔の匂い弁別の相関係数は
0.404 であった（Wilkinson et al., 2015 ; ただし左鼻
腔は有意でなかった）。そして筆者は，相手の匂いに
対する評定が二人のあいだで異なるほど，じゃんけ
んの引き分けが出やすいこと（串崎 , 2016），じ ゃん
けんで 引き分けが 多いほど ，時間経過の推定が二人で
類似すること（串崎 , 2015）を報告した。引き分け
を動作模倣ととらえ（Cook et al., 2012），動作模倣
を共感的な行動と考えるなら（Stel & Vonk, 2010），
匂いや主観的時間評価は二人の共感的関係をあらわ
すかもしれない。これらのことから，もし主観的時
間評価の類似が共感的関係をあらわすなら，匂いの
感覚の個人差は，主観的時間評価に影響する可能性
がある。

研究 1

目的
　そこで研究 1 では，匂いの感覚の鋭い人同士が作
業すると，その経過時間を同じように推定するかど
うかを検討する。簡単な共同作業として，本研究で
はじゃんけんを行う。

方法
　参加者　教養科目の心理学を受講する大学生76名

（男性 24 名女性 52 名）が 参加した（実施時期 2015
年 7 月）。
　質問紙　最初に現在の気分として，孤独（孤独で
さびしい），活気（活き活きしている），疲労（疲れて
いる）の程度を「全くあてはまらない」を 1，「とて
もあてはまる」7とする7段階で評定した。次に「匂
い気づき尺度」（odor awareness scale : Smeets et al., 
2008）の 11 項目について「全くそうでない」を 1，

「いつもそうである」を 5 とする 5 件法で評定した。
　手続き　続いて，近くに座っている二人組を作り，
実験者の合図に従って，じ ゃんけんを（1 分間に四
分音符＝80の速さで ）45秒間行なった。じゃんけん
は「最初はグー」の方法で，毎回の出し手を頭の中
で 決めず ，手のおもむくままにじ ゃんけんすることを
注意事項とした。1 回ご とに勝ち負けを各自で 記録
した。そのあと，じ ゃんけんをしているときの楽し
さを「楽しくなかった」を 1，「楽しかった」を 7 と

する 7 件法で評定し，二人の親しさの程度を「全く
知らない」を 1，「とても知っている」を 7 とする 7
件法で 回答した。最後に，じ ゃんけんをしていた主
観的時間を推測して，秒単位で 記入した。

結果
　匂い気づき尺度を因子分析（主因子法，プロマッ
クス回転）した結果，3 因子構造（匂いの気づき因
子 5 項目，人に対する匂い因子 3 項目，匂いの重要
性因子 3 項目）が得られた。次に，二人の主観的時
間評価の差（絶対値）を目的変数，性別，気分 3 項
目，匂い気づき尺度3因子（それぞれ二人の合計点），
楽しさ，親しさを説明変数として重回帰分析（ステ
ップ ワイズ 法）を行った。その結果，匂いの重要性
因 子 （β＝‒0.445, p＝.000, 95％ CI ［‒0.650, 
‒0.240 ］），楽 し さ（β＝‒0.154, p＝.139, 95％ CI

［‒0.359, 0.051］）による回帰式が 有意になった（R2

＝0.231, p＝.000）。すなわち，二人が「私の日常生
活にとって，匂いは重要である」と思うほど，二人
の経過時間の推定は類似することが ，明らかになった

（Figure 1）。

研究 2

目的
　目黒・串崎（2016）は，学生同士の模擬カウンセ
リングにおいて，うまく傾聴できたペアほど，二人
の主観的時間が似ることを報告した。主観的時間評
価の類似が二人の共感的な関係をあらわすなら，匂
いの感覚が鋭い人ほど，共感的な関係における二人
の経過時間を同じように推定するだろう。

Figure 1　 匂い気づき尺度と主観的時間評定の散布図
（研究 1）。
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方法
　参加者　教職科目を受講する音楽大学学生 32 名

（男性4名女性28名）が参加した（実施時期2016年
2 月）。
　手続き　授業で傾聴（active listening）について
学んだあと，任意の二人組を作り，聴き手と話し手
を決めた。最初に現在の気分として，研究 1 と同様
の 3 項目を 7 段階で評定し，次に二人組の相手の気
分 3 項目を会話せずに（直感的に）7 段階で推測し
た（本研究では使用しない）。また個人差を測定する
質問紙として，研究 1 と同様の「匂い気づき尺度」
の 11 項目について「全くそうでない」を 1，「いつ
もそうである」を 7 とする 7 件法で評定し，基本共
感 尺 度（ basic empathy scale : Carré, Stefaniak, 
D’Ambrosio, Bensalah, & Besche-Richard, 2013）か
ら情動伝染（emotional contagion）の 5 項目につい
て「全くあてはまらない」を1，「とてもあてはまる」
を 7 とする 7 件法で評定した。続けて，傾聴セッシ
ョンを 180 秒実施した。これは話し手が最近の自分
について自由に語り，利き手はそれを傾聴するもの
であった。その時間経過をそれぞれ秒単位で推定し
たのち，聴き手の場合はどれくらい傾聴できたか，
話し手の場合はどれくらい伝えることができたか・
傾聴してもらえたかを，それぞれ7項目（伊藤，2013
を参考に作成）7 段階で自己評定した（本研究では
使用しない）。続けて役割を交替して傾聴を実施し，
同様に経過時間の推定と傾聴感の自己評定を行った。

結果
　匂い気づき尺度を因子分析（主因子法，プロマッ
クス回転）した結果，研究 1 と若干異なる 3 因子構
造（匂いの気づき因子 4 項目，人に対する匂い因子
3 項目，匂いの重要性因子 4 項目）が得られた。次
に研究 1 と同様に，二人の主観的時間評価の差（絶
対値）を目的変数，性別，気分 3 項目，匂い気づき
尺度 3 因子，情動伝染尺度を説明変数として重回帰
分析（ステップワイズ法）を行った。その結果，性
別（β＝‒0.512, p＝.004, 95％ CI［‒0.849,‒0.175］），
人に対する匂い因子（β＝0.497, p＝.014, 95％ CI

［0.110, 0.885］），情動伝染（β＝‒0.277, p＝.138, CI
［‒0.648, 0.095］），疲労（β＝0.275, p＝.138, 95％ 
CI［‒0.094, 0.644］）による回帰式が 有意になった

（R2＝0.331, p＝.024）。すなわち，「体の匂いのいい
人がいると，魅力的に思えてくる」ほど，二人の経

過時間の推定は類似しないことが ，明らかになった
（Figure 2）。

研究 3

目的
　対象者を変えて，研究 2 の再現性を検討する。

方法
　参加者　教職科目を受講する福祉系学部生 48 名

（男性 12 名女性 36 名）が参加した（実施時期 2016
年 6 月）。
　手続き　研究 2 と同様であった。

結果
　匂い気づき尺度を因子分析（主因子法，プロマッ
クス回転）した結果，研究 1・研究 2 と異なる 2 因
子構造（匂いの気づき因子 4 項目，匂いの重要性因
子 7 項目）が得られた。次に研究 1・研究 2 と同様
に，二人の主観的時間評価の差（絶対値）を目的変
数，性別，気分 3 項目，匂い気づき尺度 2 因子（そ
れぞれ二人の合計点），情動伝染尺度を説明変数とし
て重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。その
結果，匂いの重要性因子（β＝0.327, p＝.049, 95％ 
CI［0.002, 0.653］），匂いの気づき因子（β＝‒0.372, 
p＝.026, 95％ CI［‒0.698, ‒0.047］）による回帰式が 
有意な傾向になった（R2＝0.123, p＝.052）。すなわ
ち，「自分の（将来の）パートナーがいい匂いである
ことは重要だ」と思うほど，二人の経過時間の推定
は類似しないこと，「他人が使っている匂い（香水，
デオドラントなど）に注意が向く」ほど，二人の経
過時間の推定は類似することが ，明らかになった

（Figure 3, Figure 4）。

Figure 2　 匂い気づき尺度と主観的時間評定の散布図
（研究 2）。
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考察

　研究 1・研究 3 では，二人が匂いを重視し，匂い
に自覚的であるほど，二人の主観的時間は類似して
いた。匂いに敏感な人は，共同作業で相手と共感的
な関係を形成しやすく，その結果，二人の時間体験
が類似したと考えられる。しかし研究 2・研究 3 で
は，予想に反して，匂いに自覚的で，匂いを重視し
ているほど主観的時間は類似しなかった。うまく傾
聴できたペアほど，二人の主観的時間が似るとすれ
ば（目黒・串崎，2016），他者の匂いに敏感な特性ゆ
えに，相手と共感的な関係を形成しにくくなり，そ
の結果，二人の時間体験が離れてしまった可能性も
考えられる。
　これは多次元共感性（木野・鈴木，2015）におい
て，情動的な被影響性（まわりの人がそうだといえ
ば，自分もそうだと思えてくる）が，他者指向的な
反応を生む（悲しんでいる人を見ると，なぐさめて
あげたくなる）とはかぎらず，自己指向的な反応に
なる（他人の失敗する姿をみると ,自分はそうなりた
くないと思う）場合もある，という現象と似ている。

　同様に個人的苦痛（personal distress）は，他者
の情動状態を把握して，こちらが嫌悪的・自己指向
的 な 情 動 に な る 反 応（ an aversive, self-focused 
emotional reaction）をいう（Decety & Lamm, 2009）。
感受性が鋭いがゆえに，他者を敬遠してしまうのだ。
嗅覚が低下している患者は，腐りかけた物（poilage）
に 対 す る 嫌 悪 感 が 低 い（ Ille, Wolf, Tomazic, & 
Schienle, 2016）。他者の匂いに対する敏感さが，人
に対する好悪を極端にする可能性もあるだろう。気
持ちが 伝わることと，気（主観的時間評価）が 合う
ことは別なのかもしれない。
　内的時計モデル（internal clock model）によると，
主観的時間の伸縮は，生理的基盤をもつ発振器

（pacemaker）と，注意によって切り替わる（on/off ）
蓄積器（accumulator）によって変動する（Piras et 
al., 2014）。仮に相手と同じ情動を体験し（つまり二
人の発振器が同様に作動し），相手と共感的な関係を
形成できたとしても，匂いに敏感な特性ゆえに注意
に偏りが生じたとすれば，蓄積器に貯蔵される時間
が二人で異なる可能性はある。実際，匂いの刺激は , 
瞳孔の大きさなどの交感神経系や視覚的注意（visual 
attention）に影響することが報告されている

（Aguillon-Hernandez et al., 2015）。
　本研究の結果は，⑴主観的時間を共感の指標と考
えることに，一定の根拠を与えるものであった。ま
た，⑵匂いの感覚の個人差については，共感的な関
係を促進または抑制する両方の可能性を示唆してい
た。Pause（2012）によれば，ヒトは匂いの信号

（chemosensory signals）によって社会的情報を得て
いる。Williams et al.（2016）は，映画館の排気口か
ら観客の呼気を集め，コメディ場面とサスペンス場
面で，異なる揮発性有機化合物（volatile organic 
compounds）が放散されていることを示唆した。ま
た，不安な汗をかぐだけでも，共感の脳（insula/ 
precuneus/ cinglate cortex）が活性化するという報
告もある（Prehn-Kristensen et al., 2009）。本研究で
は，匂い気づき尺度の影響の方向性も一貫していな
かった。匂いと共感のメカニズムについて，さらに
検討していく必要があるだろう。
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要旨
　匂いの感覚と主観的時間の背景にあるメカニズムとし
て，共感の過程を含むことがしばしば報告されている。
本研究では，匂いの感覚の個人差が主観的時間評価に影
響するかどうかを検討するため，3 つの実験を実施した。
大学生の参加者（研究 1: N = 76, 研究 2: N = 32, 研究 3: 
N = 48）が二人組を作り，じゃんけん（研究 1）あるい
は傾聴練習（研究2と3）を行った。研究1と3では，仮
説に一致して，匂い気づき尺度の二人の合計が高いほど，
二人の主観的時間評定の差が小さくなっていたが，研究
2と3（の一部）は仮説を支持しなかった。匂いの感覚の
個人差が，共感的な絆を促進または抑制する点について
考察した。
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